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1 研究目的

保育職として職員の資質向上を求めて実施された新任保育者の研修の実際から、保育者自身が
得た多くの学びを読み取る事ができる。この研究は、1年間の新任保育者の実践記録のなかから、
保育者の育ちや研修のあり方に焦点を当て考察する事を目的にする。努力義務として投げかけら
れた保育者の資質向上の為の一つの園内研修の取り組み事例から、園内研修のより良いあり方と
工夫を検討したい。
新任保育者に対する研修として、4月当初から新任保育者向けに実施されている初期（第1期）

の研修の実際を紹介してきた。（注1）今回は新任者対象の研修会を定期的に短時間の中で実施しなが
らも、具体的に理論を保育に活かすための公開保育を実践していった第2期、第3期の新任保育
者の成長の姿を見た。そして、1年間の新任保育者としての育ちの姿を、実践記録を通して検討
していきたい。「保育者として育つということはどういうことか」、「保育者の資質の向上させる
ための環境づくり」、「園長をはじめとするリーダーの役割」など、子どもの育ちと共に保育者の
より良い育ちのための援助など保育者の育ちや支援にも多くの目を向けていかなければならない
と考える。
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要旨

この研究は、新任保育者6人に対して保育指針に基づいた100項目の研修項目に添って計画的・
継続的に短時間で実施された園内研修を紹介する。初めて保育者として職場に入り、試行錯誤し
ながらも懸命に学ぼうとした新任保育者の1年間の実践記録から、保育者の育ちや研修のあり方
に焦点を当てて考察する事を目的にする。今回は、第1期の研修内容「保育士としての基礎・基
本的知識や考え方の理解」を日々の保育実践に活かしながら、そのまとめとして公開保育を行っ
た第2期・第3期の研修を検討する。そして、1年間の研修を終えた新任保育者の自己評価から、
園長や主任保育士などから子ども・保護者対応・職員の連携など多くのことを学んだ事が伺え
る。しかし、まだ多くの課題も出てきた事を理解している。2年目に向けて、自分の個性を活か
した保育を目指して新たな気持ちで取り組んでいる保育者の成長の姿の裏に、指導者の役割の大
切さも確認した。
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2 研究方法

新任保育者を対象とするOJT研修（on the job training）について具体的に論述する。この研
修は、園長の責務として保育所保育指針に基づいて計画的に実施されている研修である。新任保
育者は研修から得た具体的な知識や情報を基に、子どもに対して意識的な関わりや積極的な働き
かけを行った。子ども達だけではなく保育者自ら成長していった姿を、1年間の新任保育者の研
修実践報告や自己評価からも読み取る事ができる。
（1）実践園について
Ｋ保育所は、平成21年度4月より中部・東海地域にある公立保育所から民営化された施設であ

る。職員の平均年齢は32歳、保育経験年数の平均は5年である。園長・主任保育士以外12名の中
で半数の6名が養成校を卒業したばかりの保育の経験がない新人保育士である。（注2）園長は、「6
名の初任者が保育士としての社会的な責任を自覚し、専門職として自己研鑽に努めることは本保
育所の発展にとって重要な課題」としてとらえ、保育士としての基礎・基本的な考え方を理解す
ること（第1期）から一人ひとりの公開保育を実践するまで、1年間を3期に分けた研修計画を
立て実践してきた。
（2）研修理念
1）保育士が協働して生き生き楽しく意欲的に研修に取り組む。
2）本保育所の実態に即した具体性のある研修内容で、即実践できる。
3）保育所保育指針を踏まえる。（保育所保育指針を基に100項目の研修内容を定める）
4）保育士としての資質向上を自ら図る。

①研修内容の実践できる具体例は自ら見つける。
②実践して成果と課題を保育士自らまとめる。
③保育士の研究成果を日常保育に自ら取り入れる。

（3）研修形態
1）研修の目標 【誰からも信頼される保育士をめざす】
2）研修の方針
①子どもの最善の利益と人権に考慮した保育を行うための倫理観、人間性及び保育士として
の職務及び責任の理解と自覚を高める。

②保育実践や研修などを通じて保育の専門性を高めるとともに保育実践や保育内容に関して
は本保育所保育士の共通理解を図り、協同性を高める。

③保育士同士の信頼関係、保育士と子ども、保育士と保護者の信頼関係を形成していく中で、
常に自己研鑽に努め、保育士としての喜びや意欲を高める。

3）研修計画（第1期～第3期までの研修テーマ）
第1期（4～7月）

保育士としての基礎・基本的知識や考え方を理解する。
（見る、聞く、経験する）

＊毎週1～2回 午後1時30分から45分程度
（毎日の保育の中で共通認識を持つため保育内容や保育姿勢などを確認）

第2期（8～11月）
保育活動の楽しさ・生きがいを見つけて積極的に取り組む。
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（知識を深める、多種多様な活動を進んで体験する）
＊公開保育 3人1組になって公開保育（注2）

第3期（12～3月）
保育士として自らの資質向上に努める。
（自らの課題をもち、課題解決に積極的に励む）
＊公開保育 1人ずつ指導案を立てての公開保育

4）研修方法
①初任者研修会として、毎月2・3回実施する。（指導者；園長・主任保育士）
②職員会の議題に適宜初任研修を入れる。 （指導者；園長・主任保育士）
③所属クラスのなかで研修する。 （指導者；クラスリーダー保育士）
④個々の保育士ごとに実施する。 （指導者；園長・主任保育士）

3 結果

（1）第2期及び第3期の園内初任者研修内容（表1）
第2期及び第3期の具体的な研修では、保育内容として行事（運動会・おひさまっこ発表会）

に向けての具体的な内容検討や準備作業の確認、新任者自身の公開保育に向けての指導案の検
討、けがの対応、環境整備として気をつけることなどが含まれている。保育姿勢としては日頃の
保育活動における注意点などが再度確認されている。
（2）第2期における個々の保育者の学び
1）保育実践記録（表2 Ａ～Ｆ実践記録）
6人の保育者が研修した内容を具体的に日頃の保育の中で子ども達に実践した記録である。保

育の方法、子ども対応、保護者対応など大きく3つに分類する事ができる。研修で受けた内容を、
具体的に実践の中で確認した学びでもある。学びの中には、先輩保育者の保育実践から多く学ん
でいることが理解できる。そして、自らも研修で受けた事柄を積極的に実践した結果得た学びも
多くあった。これらの学びを導き出された要因として職員同士のかかわりが大きい。様々な課題
に対して指導された相手（解決対象）として先輩保育者・自己・園長・新任者仲間が上げられて
いた。
2）1年間の研修結果（表3）
1年間の研修に対する自分の振り返りをまとめたものである。職務姿勢や職務内容など具体的

に学んだ事をまとめてみる事でよりいっそう学びを確認できたようである。保育における具体的
な姿勢や方法を積極的に実践することで、子どもから「先生ありがとうね」という言葉を聞く事
ができたことなど、少しずつ子どもや保護者との信頼関係を築いていった事が窺える。
3）自己評価からみた研修内容（表4）
園長が保育所保育指針に基づいて100項目の評価内容を設け、その項目に従い園内研修内容が

実施されている。その研修項目に対して新任保育者が自分の1年間の保育活動に対してそれぞれ
3点を持ち点として自己評価した結果である。18得点（25項目）、17得点（19項目）、16得点（17
項目）、15得点（5項目）、14得点（9項目）、13得点（16項目）、12得点（3項目）、11得点（3
項目）、10・7・6得点がそれぞれ1項目ずつとした結果となっている。自分として充分理解で
きた項目が25項目あり、日常の園児との関わりの中で実践できた内容である。充分ではないが理
解した項目も全体的に多くあり、自己評価としては高い結果となっている。低い評価としては、
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表1
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表2 A～F実践記録
実践記録Ａ

実践記録Ｂ



108 仲野 悦子・金武 宏泰

実践記録Ｃ

実践記録Ｄ
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実践記録Ｅ



110 仲野 悦子・金武 宏泰

実践記録Ｆ

表3 1年間の研修結果
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保育要録など小学校への連続性、障害者・気になる子への対応をあげ、理解不足の項目として今
後の課題となっている。
4）今後の課題（表5）
1年間過ぎた6人の保育者は自ら多くの事を学んだ。しかし、一方では子ども・保護者・職員

に対して多くの課題も出てきていることも自覚している。まだまだ頭だけで考え行動が伴ってい
ないこと、様々な場面に臨機応変に対応すること、先を見通した保育ができるようにすることな
どをあげている。今後、より一層先輩の保育士の保育力を吸収しながらも、自分の個性を取り入
れた保育を2年目に向けて行うことを課題としてあげている。

4 考察

保育者は意図的・計画的なねらいに沿った保育を実践する事で子ども達を見る目がより鮮明に
なり、保育者としてのあり方がより一層明確化され、新たな課題も生まれている事をこの1年間
の実践記録から読み取ることができた。
全国保育士会がまとめた「保育士の研修体系～保育士の階層別に求められる専門性～」の中で

階層別に期待される組織上の役割として、初任者を次のように定義づけをしている。（注4）

・「子どもの最善の利益確保」の理念を理解し、基礎的な保育実践ができる。
・チームによる保育のなかでの自分の役割を理解し、指示・助言を受けながら日常的業務を実
施する

また、初任者研修の目的として次のような課題を投げかけている。
・社会人として必要なマナーなどのスキルを身につける。
・当該保育所での保育理念等を理解する。
・子どもや保護者を理解し、保育の実践力をつける。
この初任者向けの1年間の園内研修は、この研修体系に沿った研修でもある。実態に即した具

体性のある研修内容で、即実践ができ理解しやすい。新任保育者は「保育士としての資質向上を
自ら図る」ことを研修理念として実践してきた。子どもや保護者との関わりも研修やリーダー的
保育者の姿から学び、その場その場の保育活動のなかで試行錯誤しながらも、自ら働きかける事
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表4 自己評価における得点化された研修内容項目
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表5 今後の課題
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で自分自身に手ごたえを感じていた。このような日々の繰り返しが少しずつ保育者としての力量
形成に繋がっている。子ども対応における喧嘩の仲裁では、お互いの言い分を聞きながら子ども
同士で新たなルール作りに発展していった。さらに、「ありがとう」の感謝の声を聞く事もでき
た。保育方法では、集中力を高める為に教材研究の大切さを学び、指導方法として言葉がけに対
する声のトーンなどにも意識する事を学んだ。保護者対応では、信頼関係を築くために笑顔で話
したり、親身になって聞いたり、遅番での子どもの様子を話すように心がけた。新任保育者にとっ
てこの学びは、実践から得た確かなものであり、今後の保育の原点になると思われる。高濱は保
育者の熟達化の中で、幼児の理解や指導方法についての知識の獲得が必要条件とするならば、経
験によってそれらの豊富な知識が構造化される事が十分条件としている。（注5）今後、新任保育者は
多くの経験を積み重ねながらもその場その場の対応の仕方を選び取っていく力量が求められる。
園長の責任の下に、保育所保育指針から100項目の研修内容が示され、それに基づいて実施さ

れたOJT研修：「信頼される保育士をめざして」は、意義のある研修である。新任保育者にとっ
て保育に対する意欲や力量を深めるための最初の学びでもあり、「組織内（職場内）社会化」を
図るための研修でもある。（注6）そして、この取り組みは新任保育者だけではなく保育所全体の取り
組みでもある。保育の形態として、特に未満児クラスにおいては複数の担任で担当したり（チー
ムティチング）、異年齢児保育としての縦割り保育、特別保育として長時間・延長保育、フリー
担当や休憩時間の交代など様々である。このような活動の中で子どもや保育者との多種多様な関
わりがあり、常に保育者同士の連携が求められる。保育所としての組織の中で、日々の保育の取
り組みを丁寧に捉え、自分の問題として取り組んでいる。このように地道な研修を継続していく
事によって、新任保育者だけではなく保育所全体の資質向上も図ることができる。また、研修の
場だけではなく、日々の保育の中での学びを導く園長や主任保育士をはじめとする経験者のファ
シリテーターとしての役割の重要さを再認識する事ができた。

5 今後の課題

この研究は、『保育者を支援するよりよい研修から』の一連の研究である。養成校を卒業して
保育者となるキャリア移行期、保育者として1年目の新任保育者に焦点をあて研究してきた。そ
れぞれの自己評価として、1年間の研修実践報告や得点化された研修内容項目を検討してみた結
果、多くの内容を学び日常の保育に活かしていったことが理解できる。6名の新人は2年目に向
け、自分の新たな課題と自分自身の個性を活かした保育に取り組んでいる。今日、より複雑で様々
な保育状況の中で、園全体としての取り組みや個々のクラス運営にも一層の工夫と連携が求めら
れている。そのような状況の中で、6名の保育者が少しずつ自分の活動の視野を広げ、見通しを
持って保育活動にあたる2年目の成長の姿を追う事によって1年目の研修の意義がより一層明ら
かになると思われる。
また、幼保一体化を推し進めていく新しい子ども・子育て新システム制度が出され、幼保一体

化の流れの中で経験年数別による保育者の質の向上を考えていかなければならない。

注

1）仲野悦子・田中まさ子・金武宏泰 『新任保育者に対する初期の園内研修の取り組み』 岐阜聖徳学園大学短
期大学部紀要第42集 2010
第1期「保育士としての基礎・基本的知識や考え方を理解する」の具体的な研修内容や保育者の実践報告書
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を取り上げ考察した。保育に対する意欲や力量を深めるための最初の学びであり、短時間の中で計画的に保
育所の実態に沿った研修内容で行い、保育者の成長を促した。

2）常勤職員12名の年代別・保育者経験年数別の内訳
年代：新任保育者；6名、20代保育士；1名、30代保育士；1名、40代保育士；3名、50代保育士；1名。
経験年数0年；6名、5年未満；2人、10年未満；2人、10年以上；2人。

3）Ａ社会福祉法人に所属する3園における公開保育の実施。
常勤保育士が園内研修のテーマに沿った公開保育を、原則的にそれぞれ月1回、年齢別ごとに実施している。
3園の関係する保育士がそこに参加し、短時間であるが実施された保育に対して反省会を行うことにより資
質向上を図っている。

4）全国保育士会「保育士の研修体系」検討特別委員会 「保育士の研修体系～保育士の階層別に求められる専
門性～」 p6
保育士の資質向上の為の職場研修として、OJT（職務を通じての研修）・OFF-JT（職務を離れての研修）・SDS
（自己啓発援助制度）の3つの形態をあげている。初任者、中堅職員、リーダー的職員、主任保育士等管理
的職員に対して階層別に役割や研修目的を検討し、それぞれの専門性から習得すべき知識や技術を踏まえた
研修体系を構築した。

5）高濱祐子 『保育者としての成長プロセス』 保育者の熟達化 p242
幼児理解や指導方法についての知識が一定量になるには5年前後の経験が必要とされるが、経験による知識
の増加と問題解決に対して適切な対応策や手法など相互に結び付けて多面的に考慮される事はパラレルな関
係であり、保育者の経験の内容と仕方によって知識の構造化は異なる、としている。そして、経験年数によ
る保育者の発達を次のようにも指摘している。 P19
・ほどほどの経験の長さが質の高い保育や子どものポジティブな発達と関連していた。
・経験年数の蓄積による変化とともに、経験の質や内容も考慮されなければならない。
・経験によって熟達する面だけが強調されるが一方で衰退したり欠落する面があること、保育者の個人差が
存在することなども予測される。

6）田中まさ子・仲野悦子 『保育者となる学生のキャリア移行に関する一考察』
岐阜聖徳学園大学短期大学部紀要第41集 2009
園長の「園の方針や雰囲気に慣れ親しんで欲しい」という要望に対して、新任者の社会化を促進するために
メンタリング等の仕組みの取り組みを提案した。
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